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ぎふ木育の２拠点オープン ！

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳細は3ページをご覧下さい。

ぎふ木遊館 7 月17 日（金）オープン !

森林総合教育センター（morinos） 7 月 22 日（水）オープン！
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ご自由に お持ちください。

森林のたより
も　 　　り

ぎふ木育の２拠点オープン ！

ぎふ木遊館 7 月 17 日（金）オープン !

森林総合教育センター（morinos） 7 月 22 日（水）オープン！

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

9月1日㈫～
10月31日㈯ 緑の募金（秋期） 「緑の募金で進めようＳＤＧｓ」をスローガンに秋の緑の募

金を行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577
FAX 058-273-7547

9月30日㈬
締め切り

令和３年用
国土緑化・育樹
運動標語の募集

令和３年用国土緑化・育樹運動のポスター等で使用する
標語を募集します。

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577
FAX 058-273-7547
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp

10月1日㈭～
10月12日㈪

令和3年度森林文化
アカデミー入学試験
（第１回）願書受付期間

●森と木のエンジニア科（推薦入試）：10月23日（金）
●森と木のクリエーター科（入試1）  ：10月24日（土）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ
（https://www.forest.ac.jp/）からダウンロードできま
す。

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

森林・林業関係イベントカレンダー（9~10月）
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ついにオープン！

morinos オープン！

　新型コロナウイルス感染症の影響で開館が延期されていた『ぎふ木遊館』が 7 月17 日についにオープンし、開館
から１週間で５００名近い方にご入館いただきました。連日、手のひらや足のうらで木のやわらかな感触を感じなが
ら、大型の木製遊具で体めいっぱい使って遊ぶ姿が見られます。また、いろいろな樹種で作られた数多くの木のおも
ちゃをツールとして、親子や指導員とコミュニケーションをとりながら遊ぶ姿は微笑ましく思います。
　人数制限や消毒の徹底のうえ、利用者に安心安全に楽しんでいただけるよう、スタッフ一同、工夫を凝らしていま
す。ご来館の際は、事前に下記までお電話ください。

　７月２２日、美濃市曽代の県立森林文化アカデミー内に森林教育の総合拠点が開所しました。式典には、基本設計・
施工に関するご指導をいただいた建築家隈研吾氏や建物内のシンボル的な左官壁を制作いただいた著名な左官職
人の挾土秀平氏をはじめ、 連携市町村、林業関係団体など約４０名のご出席をいただきました。
　梅雨明けとともに、かなり暑い日が続きましたが、モリノス広場では、虫取り、水遊び、木工など子供たちが思い思い
に楽しく遊んでいます。
　引き続き、 新型コロナウイルス感染拡大防止を徹底しながら、人と森をつなぐため、森の遊び場や様々な森林教育
プログラムを随時提供してまいりますので、ご来場ください。
　開館時間は 10 時～16 時、休館日は火曜日、水曜日となっています。（一部有料プログラムあり）

【電話】 058-215-1515（ぎふ木遊館に「いこー！いこー！いこー！」と憶えてください）

森のようちえん 森で算数・英語 リラックス・ラン

【詳しくは、ホームページをご覧ください。】　  H P　morinos.net　  電 話　0575-35-3883

森林教育プログラム例
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

サンショウ
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き
医
師
団
の
感
染
症
危
機
対
応
募
金
」
に
寄
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
老
舗
染
物
店
と
共
同

開
発
し
た
枡
柄
の
布
を
使
っ
た
マ
ス
ク
の
内
側

に
、
枡
づ
く
り
の
過
程
で
発
生
す
る
鉋
屑
で
作
っ

た
シ
ー
ト
を
入
れ

る
こ
と
で
森
林
に

い
る
よ
う
な
清
涼

感
を
味
わ
え
る

「hinoki M
A

SU
K

U

」

を
開
発
・
販
売
し

た
り
す
る
な
ど
、

若
者
や
女
性
の
視

点
か
ら
私
の
世
代

で
は
思
い
つ
か
な

い
発
想
で
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。

●「
今
後
の
夢
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

同
じ
大
垣
市
内
の
上
石
津
町
産
材
を
使
っ
た
木

枡
の
生
産
増
な
ど
、
さ
ら
に
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
定
着

す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
も
っ

と
生
活
の
周
り
、

身
近
な
と
こ
ろ
に

「
木
枡
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
通
じ
て
、
人
々

が
望
む
「
ち
ょ
っ
と

し
た
幸
せ
感
」
の

幅
を
少
し
で
も
広

げ
ら
れ
た
ら
い
い

で
す
ね
。

● 

そ
の
後
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
お
祝
い
事
で
樽
酒
の

日
本
酒
を
使
っ
た
鏡
割
り
・
乾
杯
を
す
る
習
慣
が
、

シ
ャ
ン
パ
ン
や
ワ
イ
ン
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
、
ま
た
、
日
本
酒
自
体
の
売
上
も
減
少
し
、
そ

れ
以
上
に
枡
の
売
上
げ
も
減
少
し
て
、
近
年
は
、

市
内
４
者
で
2
0
0
万
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
枡
の
原
材
料
と
な
る
ヒ
ノ

キ
材
の
入
手
先
も
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

● 

そ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

　
　
対
応
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

片
っ
端
か
ら
、
全
国
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
赴
き
、

営
業
に
回
り
ま
し
た
が
、
良
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
、
海
外
の
日
本
酒

ブ
ー
ム
も
あ
り
、
我
々
も
販
路
を
求
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
に
加
え
て
、
和

室
自
体
が
造
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
枡
の

原
材
料
と
し
て
き
た
付
加
価
値
の
高
い
木
材
端
材

の
安
定
調
達
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
県
内
外
の
製
材
所
を
回
り
、「
東
濃
桧
」
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
現
在
で
は
、
東
は
静
岡
、
西
は

奈
良
・
和
歌
山
の
製
材
業
者
ま
で
約
30
者
か
ら
仕

入
れ
る
こ
と
で
間
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

● 

本
来
の
計
量
器
と
し
て
の
利
用
法
と
は

　
　
違
っ
た
、
多
種
多
様
な
使
い
方
・

　
　
商
品
と
し
て
も
事
業
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
枡
本
来
の
長
所
や
美
点
を
守
り
つ
つ
、
社
員
一

同
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
商
品
開
発
に
日
々
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
、
年
明
け
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

枡
の
側
面
に
「#stayhom

e

」
の
焼
き
印
を
入
れ

た
「
わ
た
し
た
ち
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
お
う
ち
時

間
を
楽
し
み
枡
！
」
の
売
上
の
一
部
を
「
国
境
な

水
都
・
大
垣
市
に
お
け
る「
木
枡
」の
生
産
量
は
、

全
国
の
８
割
を
占
め
、
日
本
一
の
生
産
地
で
す
。

そ
の
「
木
枡
」
は
、
主
に
「
東
濃
桧
」
を
原
材

料
と
し
て
、す
べ
て「
ヒ
ノ
キ
材
」で
作
ら
れ
る「
清

流
の
国
ぎ
ふ
」
を
代
表
す
る
素
晴
ら
し
い
木
製
品

で
す
。

今
回
、
代
表
し
て
、（
有
）大
橋
量
器
の
大
橋
博
行

さ
ん
に
、お
聴
き
し
ま
し
た
。

● 

大
垣
で
木
枡
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た

　
　い
き
さ
つ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

江
戸
時
代
に
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
一
大
集
積
地
だ
っ

た
名
古
屋
で
枡
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
の
中
頃
に
、
職
人
の
一
人
が
奉

公
を
終
え
て
大
垣
に
戻
り
、
枡
の
生
産
を
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

● 

最
盛
期
は
ど
の
く
ら
い
の
量
を

　
　
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　
正
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
子
ど

も
の
頃
の
昭
和
50
年
代
は
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

働
き
詰
め
で
、
特
に
お
正
月
を
迎
え
る
秋
以
降
か

ら
年
明
け
ま
で
は
、
従
業
員
が
「
も
う
枡
は
見
た

く
な
い
！
」
と
言
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
に
か
く
忙

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
書
類

に
は
、
最
大
一
日

１
万
個
（
現
在
は
、

約
５
千
個
）
を
生

産
し
て
い
た
と
の

記
述
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
推
測
す
る

と
、
市
内
で
年
間

5
0
0
万
個
ぐ
ら

い
が
生
産
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
ー
7
3
ー
1
1
1
1（
内
線
3
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
林
務
係
ま
で

大橋博行さん

有限会社　大橋量器
代表取締役

これからも、枡枡変わり続ける
大垣のこだわり『木枡』

【
西
濃
農
林
事
務
所

　柘
植
孝
久
】

多種多様な木枡商品

「#stayhome」木枡

大橋 博行さん

ます ます

か
ん
な

「HAKOMASUシリーズ」
ハ 　 コ 　 マ 　 ス

　

秋
風
を
感
じ
る
里
山
で
、
赤
い
果
皮

と
黒
い
種
子
が
印
象
的
な
サ
ン
シ
ョ
ウ

を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

サ
ン
シ
ョ
ウ（Zanthoxylum piperitum

）

は
雌
雄
異
株
の
落
葉
低
木
で
、
枝
に
褐

色
の
鋭
い
棘
を
対
生
さ
せ
、
葉
は
奇
数

羽
状
複
葉
が
互
生
し
ま
す
。
複
葉
の
小

葉
は
長
さ
1
～
2
㎝
で
縁
に
鋸
歯
が
あ

り
、
葉
表
は
濃
緑
色
で
葉
裏
は
帯
白
色

で
、
こ
れ
が
5
～
9
対
つ
き
ま
す
。

　

5
月
に
雄
株
に
咲
く
花
は
「
花
山
椒
」

と
し
て
出
荷
さ
れ
、
7
月
頃
ま
で
は
雌

株
の
未
熟
な
果
実
を
佃
煮
に
し
、
9
月

以
降
に
は
赤
褐
色
に
熟
し
た
も
の
を
薬

味
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ン
シ
ョ
ウ
属
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
の

他
、
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
フ
ユ
ザ
ン

シ
ョ
ウ
、
イ
ワ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
コ
カ
ラ

ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
、

ヤ
ク
シ
マ
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ
ョ
ウ
な
ど
が

あ
り
、
特
に
イ
ヌ
ザ
ン
シ
ョ
ウ
は
サ
ン

シ
ョ
ウ
に
似
て
い
ま
す
が
芳
香
が
少
な

く
、
ト
ゲ
が
互
生
で
あ
る
た
め
見
分
け

が
容
易
で
す
。

　

中
国
で
は
同
属
別
種
で
辛
味
や
麻

痺
成
分
が
多
い
カ
ホ
ク
ザ
ン
シ
ョ
ウ

（Z
anthoxylum

 bungeanum

）
を
「
花

椒
（
ほ
あ
じ
ゃ
お
）」
と
呼
び
、
古
く

か
ら
麻
婆
豆
腐
な
ど
の
香
辛
料
と
し
て

使
い
ま
し
た
。
ま
た
韓
国
に
唐
辛
子
が

伝
来
す
る
17
世
紀
以
前
、
高
麗
王
朝
が

朝
鮮
半
島
を
統
治
し
た
時
代
の
漬
け
物

（
キ
ム
チ
の
原
形
）
に
は
サ
ン
シ
ョ
ウ

が
重
要
な
薬
味
と
し
て
、
ニ
ン
ニ
ク
や

ミ
カ
ン
の
皮
と
一
緒
に
用
い
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

中
国
、
明
代
の
本
草
学
者
、
李
時
珍

　

果
実
は
漢
方
で
「
蜀
椒
、
花
椒
」
と

称
し
健
胃
や
鎮
痛
、
駆
虫
に
用
い
、
日

本
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
て
い
る
苦
味
チ

ン
キ
や
正
月
に
飲
む
お
屠
蘇
の
材
料
と

し
て
も
有
名
で
す
。
主
な
辛
味
成
分
は

サ
ン
シ
ョ
オ
ー
ル
と
サ
ン
シ
ョ
ア
ミ

ド
、
他
に
ゲ
ラ
ニ
オ
ー
ル
な
ど
の
芳
香

精
油
、
シ
ト
ラ
ー
ル
な
ど
で
体
を
温
め

る
効
能
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
民
族
は
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
「
サ

イ
ソ
」
と
呼
び
、
内
皮
を
煎
じ
て
痔
に

塗
布
し
、
果
実
や
果
皮
の
煎
汁
を
健
胃

や
整
腸
に
飲
用
し
、
果
皮
の
煎
汁
を
か

ぶ
れ
や
あ
か
ぎ
れ
、
水
虫
に
塗
布
し
、

生
の
葉
を
も
ん
で
虫
刺
さ
れ
に
用
い
た

の
で
す
。

▲サンショウの果実と葉

（
り
じ
ち
ん
、
1
5
1
8
～
1
5
9
3

年
）
は
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
を
分
類
し
て
お

り
、「
蜀
椒
（
し
ょ
く
し
ょ
う)

は
肉
厚

で
皮
に
は
皺
が
あ
り
、
そ
の
種
子
は
黒

光
り
し
て
い
て
、
ま
る
で
人
の
瞳
の
よ

う
で
あ
る
の
で
、
椒
目
（
し
ょ
う
も
く
）

と
い
う
。
ほ
か
の
山
椒
の
実
も
黒
光
り

し
て
い
る
が
、
や
は
り
こ
れ
に
は
及
ば

な
い
。
も
し
も
土
椒
（
い
ぬ
さ
ん
し
ょ

う
）
な
ら
ば
、種
子
に
は
光
沢
が
な
い
。」

と
記
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
シ
ョ
ウ
は
古
く
か
ら
辛
い
も
の

を
表
す
「
椒
」
の
字
を
あ
て
、「
山
の

辛
味
」
と
い
う
意
味
で
「
山
椒
」
と
書

き
ま
す
。
学
名
の
小
種
名piperitum

 

は
「
コ
シ
ョ
ウ
の
よ
う
な
」
と
い
う
意

味
で
、
英
名
もJapanese pepper

と

表
記
さ
れ
ま
す
。

　

サ
ン
シ
ョ
ウ
の
葉
は
料
理
の

ツ
マ
と
し
て
、
ま
た
魚
を
煮
る

時
に
は
臭
味
消
し
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
が
、
果
皮
は
粉
末
に

し
て
薬
味
や
七
味
唐
辛
子
の
材

料
と
さ
れ
、
果
実
も
ぬ
か
床
な

ど
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
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き
医
師
団
の
感
染
症
危
機
対
応
募
金
」
に
寄
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
老
舗
染
物
店
と
共
同

開
発
し
た
枡
柄
の
布
を
使
っ
た
マ
ス
ク
の
内
側

に
、
枡
づ
く
り
の
過
程
で
発
生
す
る
鉋
屑
で
作
っ

た
シ
ー
ト
を
入
れ

る
こ
と
で
森
林
に

い
る
よ
う
な
清
涼

感
を
味
わ
え
る

「hinoki M
A

SU
K

U

」

を
開
発
・
販
売
し

た
り
す
る
な
ど
、

若
者
や
女
性
の
視

点
か
ら
私
の
世
代

で
は
思
い
つ
か
な

い
発
想
で
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。

●「
今
後
の
夢
」
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

同
じ
大
垣
市
内
の
上
石
津
町
産
材
を
使
っ
た
木

枡
の
生
産
増
な
ど
、
さ
ら
に
地
域
と
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、

今
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
が
定
着

す
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
も
っ

と
生
活
の
周
り
、

身
近
な
と
こ
ろ
に

「
木
枡
」の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
通
じ
て
、
人
々

が
望
む
「
ち
ょ
っ
と

し
た
幸
せ
感
」
の

幅
を
少
し
で
も
広

げ
ら
れ
た
ら
い
い

で
す
ね
。

● 

そ
の
後
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
お
祝
い
事
で
樽
酒
の

日
本
酒
を
使
っ
た
鏡
割
り
・
乾
杯
を
す
る
習
慣
が
、

シ
ャ
ン
パ
ン
や
ワ
イ
ン
な
ど
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
、
ま
た
、
日
本
酒
自
体
の
売
上
も
減
少
し
、
そ

れ
以
上
に
枡
の
売
上
げ
も
減
少
し
て
、
近
年
は
、

市
内
４
者
で
2
0
0
万
個
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
れ
と
と
も
に
、
枡
の
原
材
料
と
な
る
ヒ
ノ

キ
材
の
入
手
先
も
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

● 

そ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

　
　
対
応
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

片
っ
端
か
ら
、
全
国
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
に
赴
き
、

営
業
に
回
り
ま
し
た
が
、
良
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
、
海
外
の
日
本
酒

ブ
ー
ム
も
あ
り
、
我
々
も
販
路
を
求
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少
に
加
え
て
、
和

室
自
体
が
造
ら
れ
な
く
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
枡
の

原
材
料
と
し
て
き
た
付
加
価
値
の
高
い
木
材
端
材

の
安
定
調
達
の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
県
内
外
の
製
材
所
を
回
り
、「
東
濃
桧
」
が

メ
イ
ン
で
す
が
、
現
在
で
は
、
東
は
静
岡
、
西
は

奈
良
・
和
歌
山
の
製
材
業
者
ま
で
約
30
者
か
ら
仕

入
れ
る
こ
と
で
間
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

● 

本
来
の
計
量
器
と
し
て
の
利
用
法
と
は

　
　
違
っ
た
、
多
種
多
様
な
使
い
方
・

　
　
商
品
と
し
て
も
事
業
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
枡
本
来
の
長
所
や
美
点
を
守
り
つ
つ
、
社
員
一

同
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
現
代
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
応
じ
た
商
品
開
発
に
日
々
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
、
年
明
け
以
降
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、

枡
の
側
面
に
「#stayhom

e
」
の
焼
き
印
を
入
れ

た
「
わ
た
し
た
ち
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
お
う
ち
時

間
を
楽
し
み
枡
！
」
の
売
上
の
一
部
を
「
国
境
な

水
都
・
大
垣
市
に
お
け
る「
木
枡
」の
生
産
量
は
、

全
国
の
８
割
を
占
め
、
日
本
一
の
生
産
地
で
す
。

そ
の
「
木
枡
」
は
、
主
に
「
東
濃
桧
」
を
原
材

料
と
し
て
、す
べ
て「
ヒ
ノ
キ
材
」で
作
ら
れ
る「
清

流
の
国
ぎ
ふ
」
を
代
表
す
る
素
晴
ら
し
い
木
製
品

で
す
。

今
回
、
代
表
し
て
、（
有
）大
橋
量
器
の
大
橋
博
行

さ
ん
に
、お
聴
き
し
ま
し
た
。

● 

大
垣
で
木
枡
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た

　
　い
き
さ
つ
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

江
戸
時
代
に
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
一
大
集
積
地
だ
っ

た
名
古
屋
で
枡
づ
く
り
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
の
中
頃
に
、
職
人
の
一
人
が
奉

公
を
終
え
て
大
垣
に
戻
り
、
枡
の
生
産
を
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

● 

最
盛
期
は
ど
の
く
ら
い
の
量
を

　
　
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

　
正
確
な
記
録
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
子
ど

も
の
頃
の
昭
和
50
年
代
は
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

働
き
詰
め
で
、
特
に
お
正
月
を
迎
え
る
秋
以
降
か

ら
年
明
け
ま
で
は
、
従
業
員
が
「
も
う
枡
は
見
た

く
な
い
！
」
と
言
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
に
か
く
忙

し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
当
時
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
の
書
類

に
は
、
最
大
一
日

１
万
個
（
現
在
は
、

約
５
千
個
）
を
生

産
し
て
い
た
と
の

記
述
が
あ
り
、
そ

れ
か
ら
推
測
す
る

と
、
市
内
で
年
間

5
0
0
万
個
ぐ
ら

い
が
生
産
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま

す
。

地 域の人

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
4
ー
7
3
ー
1
1
1
1（
内
線
3
9
5
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
林
務
係
ま
で

大橋博行さん

有限会社　大橋量器
代表取締役

これからも、枡枡変わり続ける
大垣のこだわり『木枡』

【
西
濃
農
林
事
務
所

　柘
植
孝
久
】

多種多様な木枡商品

「#stayhome」木枡

大橋 博行さん

ます ます

か
ん
な

「HAKOMASUシリーズ」
ハ 　 コ 　 マ 　 ス
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「耐震化促進に　　　
向けての取り組み」

－複数地震を考慮した耐震性の見える化－
森と木のクリエーター科　木造建築専攻（令和2年3月 卒業）

（現勤務先 ： 株式会社　薫田工務店）
森本　豊茂

シリーズ
森林文化の

2研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

性
を
改
め
て
認
識
し
た
。

3
．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
意
識

　

住
宅
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る

「
住
ま
い
手
」、「
作
り
手
」、「
自
治
体
」に
対

し
て
、
意
識
等
の
調
査
を
実
施
し
た
。

⑴ 「
住
ま
い
手
」

　

岐
阜
県
内
の
3
か
所
で
、
住
民
75
名
を

対
象
に
調
査
の
結
果
、
住
宅
の
耐
震
性
に

対
す
る
関
心
度
は
高
い
も
の
の
、
耐
震
診

断
を
受
診
し
た

こ
と
が
あ
る
者

は
僅
か
で
あ
り

「
大
地
震
は
起

こ
ら
な
い
」「
今

さ
ら
耐
震
と
言

わ
れ
て
も
」と

い
う
あ
き
ら
め

感
も
見
ら
れ

た
。

法
で
定
め
る
建
築
物
の
存
在
期
間
中
に

一
度
は
遭
遇
す
る
大
地
震「
極
稀
地
震
」

（
4
0
0
gal

）を
入
力
波
と
し
て
各
耐
震

等
級
モ
デ
ル
を
解
析
し
た
結
果
、
全
モ
デ

ル
が
法
の
基
準
ど
お
り
倒
壊
・
崩
壊
し
な

か
っ
た
。
次
に
実
際
の
熊
本
地
震
観
測

デ
ー
タ
に
よ
る「
熊
本
地
震
の
前
震
と
本

震
」を
入
力
波
と
し
て
解
析
を
行
っ
た
結

果
、全
モ
デ
ル
が
倒
壊
・
崩
壊
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
た「
制
震
ダ
ン
パ
ー
」を
付
加
し
て

解
析
を
行
っ
た
結
果
、全
モ
デ
ル
が
倒
壊
・

崩
壊
し
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
各
種
の
地
震
波
を
組
み
合
わ
せ

て
10
パ
タ
ー
ン
の
複
数
地
震
を
想
定
し
解

析
を
行
っ
た
結
果
、
熊
本
地
震
の
本
震
を
組

み
合
わ
せ
る
と
倒
壊
・
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た

が
、
そ
の
他
の
組
み
合
わ
せ
で
は
倒
壊
・
崩

壊
に
至
ら
な
か
っ
た
。
益
城
町
を
直
撃
し

た
本
震
の
有
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ

（
M

7
・
3
）と
各
種
耐
震
性
向
上
策
の
必
要

1
．
研
究
背
景
と
目
的

　

日
本
付
近
で
発
生
す
る
M

6
以
上
の
地

震
回
数
は
全
世
界
の
20
％
も
占
め
る
程
、

日
本
は
地
震
国
で
あ
る
。
頻
発
す
る
大
地

震
の
都
度
、
数
多
く
の
住
宅
が
罹
災
し
、

巷
で
は「
木
造
住
宅
は
危
な
い
」と
の
声
さ

え
も
耳
に
す
る
。
2
0
1
6
年
の
熊
本
地

震
で
は
、
震
度
7
の
地
震
が
2
回
発
生
し
、

住
宅
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
れ

ま
で
防
災
士
と
し
て
三
重
県
内
を
中
心
に

各
種
防
災
訓
練
の
企
画
・
実
施
、
企
業
防

災
研
修
や
自
治
体
職
員
防
災
研
修
の
講

師
、
地
域
防
災
計
画
の
審
議
等
に
係
わ
っ

て
き
た
。
住
宅
の
耐
震
化
は
住
ま
い
手
の

意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
が
手

を
出
し
に
く
い
課
題
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
、
人
々
が
安
心
し
て
住
め
る
家

の
普
及
を
図
る
た
め
に
、
複
数
地
震
を
含

む
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
検

証
し
た
う
え
で
、
住
ま
い
手
が
客
観
視

で
き
る
耐
震
化
促
進
の
啓
発
資
料
を
作
成

し
、
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
本

研
究
を
行
っ
た
。

2
．
住
宅
と
複
数
地
震
の

　
　
　
　
　
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

　

木
造
住
宅
は
本
当
に
地
震
に
弱
い
の

か
。
複
数
地
震
へ
の
対
応
方
法
は
あ
る
の

か
。
木
造
軸
組
住
宅
を
時
刻
歴
応
答
で
倒

壊
解
析
す
る
ソ
フ
ト
で
あ
るwallstat

を

用
い
て
、
6
棟
の
架
空
の
木
造
軸
組
住
宅

を
対
象
に
解
析
を
行
っ
た
。
な
お
、
解
析

ソ
フ
トwallstat

は
、
そ
の
解
析
結
果
が

動
画
と
し
て
倒
壊
に
至
る
過
程
が
表
示
で

き
る
た
め
、
本
研
究
の
目
的
で
あ
る「
見

え
る
化
」に
最
適
で
あ
る
と
考
え
、
採
用

し
た
。

　

解
析
結
果
の
一
例
で
あ
る
同
一
モ
デ

ル
の
耐
震
性
能
比
較
で
は
、
建
築
基
準

図3　住まい手への調査
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高高いい

耐耐

震震

等等

級級

１１

耐耐

震震

等等

級級

２２

耐耐

震震

等等

級級

３３

wallstatによる時刻歴応答解析結果一覧【 複数地震/２ 階建てモデル】

稀地震 極稀地震 稀地震－稀地震 稀地震－極稀地震

極稀地震－稀地震 極稀地震－極稀地震 熊本地震　 前震 熊本地震　 前震－本震

熊本地震　 本震 熊本地震　 前震－前震 熊本地震　 前震－本震（ 制震ダンパー1F付加） 熊本地震　 前震－本震（ 制震ダンパー1･2F付加）

稀稀地地震震 極極稀稀地地震震 稀稀＋＋稀稀 稀稀＋＋極極稀稀

極極稀稀＋＋稀稀 極極稀稀＋＋極極稀稀 熊熊本本前前震震 前前震震＋＋本本震震

熊熊本本本本震震 前前震震＋＋前前震震
前前震震＋＋本本震震＋＋������������

（（ 1階階にに設設置置））

前前震震＋＋本本震震＋＋������������

（（ 1階階＋＋2階階にに設設置置））

図1　大地震倒壊解析結果

図2　複数地震倒壊解析結果

2019年度岐阜県立森林文化アカデミー課題研究公表会要旨 

図 2 複数地震倒壊解析結果 

図 1 大地震動倒壊解析結果 

 

「耐震化促進に向けての取り組み」 
－複数地震を考慮した耐震性の見える化－ 

 

森と木のクリエーター科 木造建築講座  森本 豊茂 

 

１１．．研研究究背背景景とと目目的的 

 日本付近で発生する M6 以上の地震回数は全世

界の 20%も占める程、日本は地震国である。頻発

する大地震の都度、数多くの住宅が罹災し、巷で

は「木造住宅は危ない」との声さえも耳にする。

2016 年の熊本地震では、震度 7 の地震が 2 回発生

し、住宅被害は甚大であった。私はこれまで防災

士として三重県内を中心に各種防災訓練の企画・

実施、企業防災研修や自治体職員防災研修の講師、

地域防災計画の審議等に係わってきた。住宅の耐

震化は住まい手の意思によるものであり、第三者

が手を出しにくい課題であると感じていた。 

そこで、人々が安心して住める家の普及を図る

ために、複数地震を含む地震による木造住宅の耐

震性を検証したうえで、住まい手が客観視できる

耐震化促進の啓発資料を作成し、利活用を進める

ことを目的に本研究を行った。 

２２．．住住宅宅とと複複数数地地震震ののケケーーススススタタデディィ 

 木造住宅は本当に地震に弱いのか。複数地震への対

応方法はあるのか。木造軸組住宅を時刻歴応答で倒壊

解析するソフトである wallstat を用いて、6 棟の架

空の木造軸組住宅を対象に解析を行った。なお、解析

ソフト wallstat は、その解析結果が動画として倒壊

に至る過程が表示できるため、本研究の目的である

「見える化」に最適であると考え、採用した。 

 解析結果の一例である同一モデルの耐震性能比較で

は、建築基準法で定める建築物の存在期間中に一度は

遭遇する大地震「極稀地震」(400gal)を入力波として

各耐震等級モデルを解析した結果、全モデルが法の基

準どおり倒壊・崩壊しなかった。次に実際の熊本地震

観測データによる「熊本地震の前震と本震」を入力波

として解析を行った結果、全モデルが倒壊・崩壊して

しまった。また「制震ダンパー」を付加して解析を行

った結果、全モデルが倒壊・崩壊しなかった。 
極稀地震 熊本地震　前震 熊本地震　前震＋本震 前震＋本震【制震ﾀﾞﾝﾊﾟｰ】耐震性

1.5倍

1.25倍

1倍

基準法レベル
法的最低基準

高い

耐
震
等
級
１

耐
震
等
級
２

耐
震
等
級
３

 

 

 なお、各種の地震波を組み合わせて 10 パターンの

複数地震を想定し解析を行った結果、熊本地震の本震

を組み合わせると倒壊・崩壊してしまったが、その他

の組み合わせでは倒壊・崩壊に至らなかった。益城町

を直撃した本震の有したエネルギーの大きさ(M7.3)と

各種耐震性向上策の必要性を改めて認識した。 

wallstatによる時刻歴応答解析結果一覧【複数地震/２階建てモデル】

稀地震 極稀地震 稀地震－稀地震 稀地震－極稀地震

極稀地震－稀地震 極稀地震－極稀地震 熊本地震　前震 熊本地震　前震－本震

熊本地震　本震 熊本地震　前震－前震 熊本地震　前震－本震（制震ダンパー1F付加） 熊本地震　前震－本震（制震ダンパー1･2F付加）

稀地震 極稀地震 稀＋稀 稀＋極稀

極稀＋稀 極稀＋極稀 熊本前震 前震＋本震

熊本本震 前震＋前震 前震＋本震＋ﾀﾞﾝﾊﾟｰ
（1階に設置）

前震＋本震＋ﾀﾞﾝﾊﾟｰ
（1階＋2階に設置）

 

  

３３．．スステテーーククホホルルダダーーのの意意識識 

 住宅のステークホルダーである「住まい手」、「作り

手」、「自治体」に対して、意識等の調査を実施した。 

((11))「「住住ままいい手手」」 

 岐阜県内の 3

か所で、住民 75

名を対象に調査

の結果、住宅の

耐震性に対する

関心度は高いも

のの、耐震診断

を受診したことがある者は僅かであり「大地震は

起こらない」「今さら耐震と言われても」という

あきらめ感も見られた。 

((22))「「作作りり手手」」 

 建築関係研修

や建築イベント

に参加した建築

実務者 60 名を

対象に調査の結

果、大地震が来

ると築浅の住宅で

も倒壊・崩壊の恐れがあると認識しており、耐震

化へ努力されていた。特に、施主である住まい手

へ耐震化の必要性を説明することが難しく、苦労

されていた。 

図 3 住まい手への調査 

図 4 作り手への調査 
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「耐震化促進に　　　
向けての取り組み」

－複数地震を考慮した耐震性の見える化－
森と木のクリエーター科　木造建築専攻（令和2年3月 卒業）

（現勤務先 ： 株式会社　薫田工務店）
森本　豊茂

シリーズ
森林文化の

2研究
実践
と

岐阜県立森林文化アカデミー
課題研究公表会要旨

る
よ
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
映
像
を

選
択
し
た
。

・
建
築
基
準
法
は
最
低
限
の
基
準
で
あ

り
、
工
夫
で「
倒
壊
・
崩
壊
は
避
け

ら
れ
る
」と
い
う
耐
震
化
例
も
表
示

し
、
講
ず
る
手
は
あ
る
の
で
、
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
も
加
え
た
。

⑵ 

効
果
検
証

　

作
成
し
た「
見
え
る
化
」資
料
の
効
果

を
検
証
す
る
た
め「
住
ま
い
手
」34
名
を
対

象
に
提
示
し
た
。
77
％
が
資
料
を
見
て

「
耐
震
性
へ
の
考
え
が
変
わ
っ
た
」と
回
答

し
、「
地
震
時
に
こ
の
家
に
い
た
こ
と
を
想

像
す
る
と
ぞ
っ
と
す
る
」な
ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

　
「
作
り
手
」20
名
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、

「
住
ま
い
手
さ
ん
も
耐
震
改
修
を
や
ろ
う

と
い
う
気
に
な
る
」、「
作
り
手
に
も
有
用

な
資
料
」等
の
感
想
を
得
た
。

　

調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
5
自
治
体

の
担
当
者
か

ら
は「
活
用
で

き
な
い
か
検
討

す
る
」、「
児
童

生
徒
向
け
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
動
画
も
作
っ

て
欲
し
い
」等
、

前
向
き
な
感
想

や
意
見
が
あ
っ

た
。

⑶ 

耐
震
化
促
進
策
の
利
活
用

　

作
成
し
た「
見
え
る
化
」資
料
を
利
活
用

す
る
た
め
に
は
、
組
織
力
と
信
頼
性
が
あ

り
、
住
民
と
の
接
触
機
会
が
多
い
自
治
体

を
通
じ
て
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
を
考
え

た
。
そ
こ
で
、
調
査
を
し
た
5
自
治
体
に

に
届
く
啓
発
や
費
用
補
助
等
の
支
援
を
継

続
的
に
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

た
。

4
．
耐
震
化
促
進
策
の
作
成
・
検
証

⑴ 

耐
震
啓
発
資
料
の
作
成

　

解
析
結
果
の
動
画
を
基
に
、
耐
震
啓
発

の
た
め
の「
見
え
る
化
」資
料
を
次
の
と
お

り
作
成
し
た
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
資

料
と
し
た
。

・「
住
ま
い
手
」が
耐
震
化
を
意
思
決
定

す
る
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、
ま
ず
は

耐
震
診
断
を
受
診
す
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

・
複
数
地
震
に
よ
る
倒
壊
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
用
い
て「
我
が
家
が

倒
壊
す
る
の
は
怖
い
」と
感
じ
ら
れ

⑵ 「
作
り
手
」

　

建
築
関
係
研
修
や
建
築
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
た
建
築
実
務
者
60
名
を
対
象
に
調
査

の
結
果
、
大
地
震
が
来
る
と
築
浅
の
住
宅

で
も
倒
壊
・
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
耐

震
化
へ
努
力
さ

れ
て
い
た
。
特

に
、
施
主
で
あ

る
住
ま
い
手
へ

耐
震
化
の
必
要

性
を
説
明
す

る
こ
と
が
難
し

く
、
苦
労
さ
れ

て
い
た
。

⑶ 「
自
治
体
」

　

東
海
三
県
お
よ
び
岐
阜
県
内
2
市
の
耐

震
化
推
進
部
署
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
令
和
2
年
度
中
に
耐
震
化

率
95
％
と
い
う
国
を
挙
げ
て
の
目
標
に
対

し
て
、
補
助
金
等
の
支
援
や
全
戸
訪
問
な

ど
地
域
事
情
に
応
じ
た
啓
発
活
動
を
推

進
し
て
い
た
が
、

住
民
の
心
に
届

き
れ
て
お
ら
ず
、

か
つ
、
目
標
に

対
し
て
現
実
と

の
乖
離
が
大
き

く
、
あ
き
ら
め

感
が
あ
る
こ
と

も
否
め
な
い
。

⑷ 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
課
題

　

耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
①

「
住
ま
い
手
」は
耐
震
性
の
重
要
性
を
理
解

す
る
こ
と
、
②「
作
り
手
」は
取
り
組
む
耐

震
性
向
上
策
を
住
ま
い
手
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
、
③
自
治
体
は
住
民
の
心

対
し
て
、
利
活
用
さ
れ
る
旨
の
提
言
書
を

作
成
し
、
2
0
1
9
年
11
月
に
説
明
の
う

え
提
出
し
た
。
ま
た
、
本
学
H

P
に
も
掲

載
し
た
。

５
．
そ
の
他

　

韓
国
の
建
築
実
務
者
団
体
で
あ
る
韓
国

木
造
建
築
協
会
の
会
長
は
じ
め
会
員
13
名

を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、「
見
え

る
化
」資
料
を
提
示
し
た
。
77
％
が
資
料

を
見
て「
耐
震
性
へ
の
考
え
が
変
わ
っ
た
」

と
回
答
し
、「
変
わ
ら
な
い
」と
答
え
た
方

全
員
が「
既
に
知
っ
て
い
た
内
容
」と
回
答

し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、「
見
え

る
化
」資
料
は

国
内
に
居
住
す

る
外
国
人
に

と
っ
て
も
、
住

宅
の
耐
震
性
の

理
解
に
寄
与
で

き
る
と
考
え

る
。

6
．
ま
と
め

　

日
本
は
地
震
国
で
あ
り
、
住
宅
の
耐
震

化
は
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
木
造
住
宅
の

耐
震
化
技
術
は
優
れ
て
お
り
、
耐
震
化
促

進
の
決
め
手
は
、
施
主
で
あ
る「
住
ま
い

手
」が
耐
震
性
に
関
心
を
持
ち
、
耐
震
化

へ
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
の
啓
発
資
料
を
作
り
上
げ
た
。

　

今
後
は
時
宜
に
応
じ
て
作
成
し
た「
見

え
る
化
」資
料
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

つ
つ
、
工
務
店
で
の
設
計
実
務
に
携
わ
る

中
、
資
料
を
活
用
し
て「
住
ま
い
の
安
全
・

安
心
」に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
。

図6　「見える化」資料（一部分）

図7　耐震啓発資料の検証

図8　韓国木造建築協会での検証

図5　自治体への調査 図4　作り手への調査
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

5
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8585　河川課企画環境係まで

河川魚道の機能回復事業
【事業概要】
　「清流の国ぎふ」づくりの一環として、県管理河川及び砂防施設に設置されている魚道６７２箇所を対象に、県民
ボランティア（フィッシュウェイ・サポーター：FWS）と県職員で魚道点検を実施し、魚道の状態を把握しています。
点検結果を踏まえ、対策が必要な魚道については補修等を実施することで、魚がすみやすい環境づくりをおこなっ
ています。

【これまでの取り組み】
　令和元年度時点で、204名の県民の方にFWSとして協力いただいており、これまで継続して８割以上の魚道を健全な
状態に保っています。一部河川で実施したモニタリング調査でも、魚類の遡上が確認できており、魚類のすみやすい環境
をつくっています。

「清流の国ぎふ・魚道カルテ」を用いて魚道の機能を評価します。 「清流の国ぎふ・魚道カルテ」

魚道点検の様子

機能回復のための修繕状況

モニタリング調査

土砂で埋まってしまった魚道を修繕（土砂撤去）することで、魚道としての機能を回復します。

採捕調査の様子 遡上した魚類
FWSも毎年募集しています！

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　〜
大
規
模
崩
壊
の
復
旧
に
つ
い
て
〜

中
濃
農
林
事
務
所

　小
山

　凌
平

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 8



●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

　〜
大
規
模
崩
壊
の
復
旧
に
つ
い
て
〜

中
濃
農
林
事
務
所

　小
山

　凌
平

崩
壊
の
概
要
及
び
発
見
に
つ
い
て

　

豪
雨
に
よ
る
大
規
模
崩
壊
は
、
滝
波
山
山
頂

南
東
斜
面
よ
り
約
4
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
腹
崩
壊

が
発
生
し
、
そ
の
崩
壊
土
砂
が
流
動
化
し
、
土

石
流
が
発
生
し
ま
し
た
。
土
石
流
は
、
約
2
キ

ロ
に
わ
た
り
流
出
し
、
深
い
縦
横
侵
食
が
生
じ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
谷
の
狭
窄
部
が
天
然
の
ダ

ム
と
な
り
大
半
の
土
砂
が
停
止
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
崩
壊
で
あ
り
な
が
ら
、
発
見
に

至
る
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
豪
雨

の
翌
日
、
地
元
の
方
か
ら
、
関
市
板
取
事
務
所

に
通
報
が
入
り
、
市
職
員
、
消
防
団
、
県
職
員

に
よ
り
、
2
回
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、

崩
壊
場
所
の
特
定
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、崩
壊
場
所
が
特
定
で
き
ま
し
た
。
後
日
、

詳
細
を
調
査
す
る
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
等
を
使
用

し
た
と
こ
ろ
、
大
規
模
崩
壊
の
全
体
が
確
認
で

き
ま
し
た
。

直
轄
治
山
事
業
へ
取
り
込
み

　

調
査
の
結
果
、
こ
の
大
規
模
崩
壊
地
の
復
旧

に
か
か
る
金
額
が
40
億
円
以
上
と
想
定
さ
れ
、

今
の
体
制
で
は
復
旧
が
見
込
め
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
隣
接
す
る
、
板
取
川
地
区
民
有
林
直
轄
治

山
事
業
の
区
域
に
滝
波
を
変
更
で
取
り
込
ん
で

も
ら
え
な
い
か
採
択
に
向
け
動
き
始
め
ま
し
た
。

関
係
機
関
と
の
調
整

　

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
に
滝
波
区
域
の
追
加

に
向
け
、
県
で
全
体
計
画
調
査
を
行
い
、
情
報

交
換
の
た
め
国
、
県
、
市
の
3
者
が
集
ま
り
、

現
地
の
状
況
を
確
認
し
、
意
見
を
出
し
合
い
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

早
期
復
旧
に
向
け
て
直
轄
治
山
、
県
治
山
、

県
砂
防
の
3
者
で
事
業
の
区
域
分
け
を
行
い
ま

し
た
。

　

直
轄
治
山
で
は
、
発
生
源
対
策
と
し
て
山
腹

崩
壊
の
復
旧
。

　

県
治
山
で
は
、
渓
流
荒
廃
の
復
旧
。

　

県
砂
防
で
は
、
既
設
堰
堤
の
浚
渫
、
堰
堤
の

老
朽
化
対
策
を
行
い
、
各
々
の
役
割
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

次
に
地
元
関
係
者
も
含
め
た
4
者
で
検
討
協

議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

早
期
復
旧
に
向
け
た
今
後
の
計
画
説
明
、
意

見
聴
取
を
行
い
、
工
事
に
よ
り
道
を
通
行
止
め

に
し
た
際
の
対
応
な
ど
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
国
か
ら
滝
波

区
域
の
追
加
に
よ
る
直
轄
治
山
事
業
の
変
更
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
復
旧
し
て
い
く
3
者
で
地
元
関
係
者

に
詳
細
な
工
事
説
明
を
行
い
、
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に

　

今
回
の
大
規
模
崩
壊
に
お
い
て
国
、
県
、
市
、

地
元
が
一
丸
と
な
り
素
早
く
対
応
し
、
情
報
共

有
を
行
っ
た
こ
と
で
、
早
期
に
事
業
着
手
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
す

る
に
は
日
頃
か
ら
の
情
報
共
有
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

岐
阜
県
関
市
板
取
滝
波
地
区
に
お
い
て
、
平

成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
り
約
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
も

の
大
規
模
崩
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
大
規

模
崩
壊
に
よ
る
人
的
被
害
は
幸
い
に
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、

漁
業
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の

大
規
模
崩
壊
に
対
し
早
期
復
旧
に
向
け
て
行
っ

た
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
へ
の
流
れ
を
紹
介

し
ま
す
。

▲ 大規模崩壊の様子

▲ 検討協議会

▲  現地状況確認

意見交換会 

▲
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

　人間誰しも年をとる。年をとれば体力低下、気力の萎え、病
院通い、すぐ忘れるなどの症状が出てくる。当然、後期高齢者
の私もこの該当者。中でも、物忘れ。これはひどい。人の名前、
前日の行動がすぐに思い出せないなど、数えればきりがない。
ところが、昔のことはよく覚えているから不思議だ。私の場合
は昆虫採集のこと。特にカミキリムシやゾウムシなどの甲虫類を
採り始めた高校生の頃だ。もう６０年も前なのに、よく覚えている。
当時、虫好きの友がたくさんいて、競って採りあったものだ。捕
虫網を持って走り回る光景。今でも目に浮かぶ。しかし、これら
の友は次々と天国へ旅立ち、残っているのは私一人。寂しさと
ともに、月日の経つのは早いものだとつくづく思う。また、多く
の虫マニアが大喜びするのは大珍品と呼ばれる貴重種を採った
ときだろう。私は新種など１０種以上採っているが、これらにつ
いては何年何月何日に何処でどんな方法で採り、一緒にいたの
は誰かなどをはっきり覚えている。私生活も同じだ。虫と同じで、
昔のことはよく覚えている。それも若き日の青春時代の思い出。
語って、歌って、笑って、涙した当時の出来事が次々と脳裏に
浮かんでくる。ところが、あることが私の脳裏から消えていた。
それも信じられないようなこと。ショックだった。

×　　×　　×　　×
　それに気づいた始まりは、今年の１月半ばに届いた１通の手紙。
差出人は名古屋市のＭ氏。高校の同級生だ。卒業後、年賀状の
やり取りはしているが、ほとんど会うことはなかった。そのＭ氏
から突然手紙が来た。手紙には次のようなことが書いてあった。
「貴方は昨年暮れにあばら骨を２本も骨折し、大変痛い目にあわ
れたとのこと。そのお見舞いをかねて、一緒に食事をしたいの
ですがどうでしょうか」というお誘い。彼とは３０年以上会ってい
ないはずだ。間違いではないかと思った。彼の顔が目に浮かん
できた。しかし、最近会っていないので、目に浮かぶのは若い
ころの顔。今はどんな風貌で、何をしているのか。私も会いた
くなった。早速電話をかけた。久しぶりに聞く彼の声。歳を感じ
させる声だった。彼は食事をしながら、いろいろ話し合いたいと
いう。詳しいことはその時に話すということだった。

×　　×　　×　　×
　当初は２月中旬を予定していた。それが、新型コロナの影響
で７月２日になってしまった。実に5か月間も待ったのである。私
たちもコロナの被害者だと、二人で笑いあった。食事をしたの
は私の住んでいる各務原市の高級料理の店。料理の予約などは
すべて彼が手配してくれた。彼とは何十年も会っていない。わ
かるだろうか。少々不安だった。しかし、すぐわかった。面影が残っ
ていたのである。これが同級生だと思った。料理が出てきた。

すると彼は「君にはギフチョウのことで迷惑をかけた。そのお
礼をしていないので、骨折のお見舞いを口実に、食事に誘った」
と言い出した。このギフチョウのことは私も覚えている。当時
彼は大手の銀行員で東京勤務。その時、彼から電話があった。「お
客が蛹から出てくるギフチョウを見たいと言っているが、何とか
ならないか」という。早速、ギフチョウの蛹を送った。何日か経っ
て再び電話があった。「蛹から成虫になって、すごく感動された。
さらに野外で飛んでいるのを見たいと言われるのだが、これも
何とかならないか」という。数日後、彼はその人を含め3名で
わざわざ岐阜市へ来た。その人は野外で舞っているギフチョウ
を見て大感激。喜んで帰られた。ただ、これだけのことである。
それが何で今になって、お礼とはと思った。彼は言った。「ギフチョ
ウのお陰であの人と親しくなり、ずいぶん助けられた。精神的
にすごく楽になった」という。「これもギフチョウとそれを準備
した貴兄のお陰だと、改めて頭をさげた。私は思った。当時彼
は精神的に追い詰められ、苦しい日々が続いていた。それがギ
フチョウによって救われた
のであろう。その時の気
持ち。私も似たような経
験があるので、よくわかっ
た。私は彼の好意を受け
ることにした。ギフチョウ
は、私にすればどこでも
見られる、いわゆる普通
種。しかし、彼にとっては
救世種だと思った。彼を
救った救世主だからである。

×　　×　　×　　×
　話が弾んだ。話題になるのはやはり高校時代のこと。当時の
ことを思い出し懐かしくなった。楽しいひと時であった。しかし、
卒業後の話はほとんど出なかった。疎遠となり、よく覚えてい
ないのである。どんなことがあっただろうと、日記で調べてみた。
いろいろあったが、ほとんどがうろ覚え。頭に浮かんでこない
のである。特に彼の結婚式。出席していたのに、全く記憶がな
いのである。ショックだった。そう言えば、彼は私の結婚式に出
席していなかった。当時「結婚式に呼ばれたら、呼び返す」と
いうのが常識。案内状は出しているはずだ。しかし、出席して
いない。これは私が案内状を出していなかったからだと、今に
なって思う。そうなると案内状を書く時には、すでに彼の結婚
式に出席していたことを忘れていたことになる。またまた、ショッ
クであった。

－救世主ではなく救世種、ギフチョウ－ 【第350回】

▲羽化したばかりのギフチョウ

内装木質化

岐阜県立瑞浪高等学校 視聴覚室
　　　　　　　　　　岐阜県瑞浪市土岐町7942

木の香る
ぎふの施設

90

施設の経緯
　本校は、竣工から50年近く経過し、長年にわたり、多くの
生徒たちに利用され親しまれてきた視聴覚室の壁や床は老
朽化による剥がれやひび割れが目立つようになっていまし
た。
　今回の内装木質化工事により、壁と床に県産のヒノキ等を
用いた結果、温かな色味に富んだ室内に生まれ変わりまし
た。

利用者の様子
　木の持つ温かみと香りに包まれた空間の中、生徒たちも気持
ちよく過ごすことができています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 平成30年度

構造
延床面積

鉄筋コンクリート造
1,009.92㎡

施設用途 視聴覚室

木材使用量
使用樹種

3.449㎥
ヒノキ（ぎふ証明材）

（株）エイ・ケイ設計

１０，３３４，５２０円全体事業費

設 計 者

（株）永井設計工務

平成30年11月13日～平成31年3月15日工　　期

施工業者

■問い合わせ先
　県立瑞浪高等学校　事務室
　ＴＥＬ 0572-68-4161
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活かす知恵

と を森林 人

92

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
松
井

　匠

m
o
r
i
n
o
s
の
木
材
利
用

森
林
研
究
所
●
土
肥 

基
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

ヒ
ノ
キ
大
径
材
の
利
用
に
向
け
て

表
層
圧
縮
・
A
C
Q
・
圧
密
の
床
材

　
床
に
は
三
種
類
の
床
材
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ッ
キ
は「
表
層
圧
縮
」し
た
ス
ギ
。
樋

下
の
あ
た
り
に
は
、
ヒ
ノ
キ
に
防
腐
防
蟻
薬

剤
で
あ
る
A
C
Q
を
注
入
し
た
材
を
使
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
室
内
に
は「
杉
圧
密
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
」を
使
い
ま
し
た
。
30
㎜
の
杉
板
を

15
㎜
ま
で
圧
縮
し
た
あ
と
U
V
セ
ラ
ミ
ッ
ク

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施
し
て
、
摩
耗
に
強
く
木

目
も
き
れ
い
に
見
え
る
仕
上
げ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

C
L
T
・
構
造
用
合
板

　m
orinos

に
は
ス
ギ
3
層
の
C
L
T
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
の
中
で
構
造
用
合
板

と
併
用
し
て
、
建
物
の
耐
震
性
能
を
上
げ
て

い
ま
す
。

　
「
広
葉
樹
の
ベ
ン
チ
と
取
っ
手
」「
針
葉
樹

を
燃
や
せ
る
ス
ト
ー
ブ
」と
い
ろ
ん
な
木
材

利
用
が
ま
だ
あ
る
の
で
す
が
、
書
き
き
れ
な

い
！
オ
ー
プ
ン
し
たm

orinos

に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
日
本
で
初
め
て

の「
森
の
入
り
口
施
設
」が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
名
も【m

orinos

（
モ
リ
ノ
ス
）】で
す
。
ど
う

で
す
か
。
か
っ
こ
い
い
で
す
ね
。
森
林
文
化

ア
カ
デ
ミ
ー
教
員
の
萩
原
ナ
バ
先
生
の
発
案

で
、
木
造
建
築
専
攻
学
生
の
設
計
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
特
別
招
聘
教
授
の
隈
研
吾
氏
が
意
匠

原
案
を
作
成
い
た
だ
き
、
建
築
専
攻
教
員
を

中
心
に
多
く
の
方
の
協
力
で
完
成
し
た
建
物

で
す
。
岐
阜
県
が
誇
る
名
建
築
の
仲
間
入
り

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
こ
のm

orinos

の「
木
材
利
用
」に

つ
い
て
書
こ
う
と
思
い
ま
す
。m

orinos

は
、

木
材
の
多
彩
な
利
用
方
を
見
る
こ
と
の
で
き

る
博
物
館
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
県
産
材

　

ま
ず
、
こ
のm
orinos

は
、
巨
大
な
丸
太

か
ら
小
さ
な
壁
の
下
地
材
ま
で
、
木
部
を
す

べ
て
岐
阜
県
産
材
で
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
紹
介
す
る
各
部
分
も
す
べ
て
岐
阜
県
産

材
で
す
。

V
字
丸
太
は
演
習
林
か
ら

　

5
対
の
V
字
丸
太
が
こ
の
建
物
の
ト
レ
ー

ド
マ
ー
ク
。
県
有
林
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
演

習
林
で
育
っ
た
１
０
０
年
生
の
ヒ
ノ
キ
で

す
。
構
造
計
算
と
意
匠
デ
ザ
イ
ン
で
決
ま
っ

た
サ
イ
ズ
は
末
口
径
３
３
０
㎜（
胸
高
直
径

４
５
０
㎜
程
度
）で
7
ｍ
の
真
っ
直
ぐ
な
丸

太
。
な
か
な
か
の
上
物
で
す
。
こ
の
木
を
探

し
に
行
く
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
、
林
業
教
員

と
学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
伐
採
・
搬
出
を
行

い
ま
し
た
。

大
断
面
集
成
材

　
製
材
だ
け
で
な
く
、
集
成
材
も
使
っ
て
い

ま
す
。
集
成
材
は
強
度
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

の
で
、
製
材
よ
り
も
小
さ
な
寸
法
に
な
る
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
大
梁
の
成
は
４
５
０
㎜
！

な
ん
と
い
う
大
き
さ
！
室
内
で
梁
が
大
き
く

見
え
る
と
圧
迫
感
が
生
ま
れ
て
狭
く
感
じ
て

し
ま
う
の
で
、
天
井
ス
リ
ッ
ト
を
調
整
し
て

ち
ょ
う
ど
良
い
大
き
さ
に
見
え
る
よ
う
に
設

計
し
て
い
ま
す
。

樹
皮
付
き
方
立

　

m
orinos

は
屋
外
と
の
繋
が
り
を
大
切
に

し
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
外
壁
。
ガ
ラ
ス
を
押
さ

え
て
い
る「
ス
ギ
の
方
立
」は
樹
皮
が
つ
い
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
外
部
は

丸
太
と
樹
皮
で
自
然
の
ま
ま
の
姿
を
連
想
さ

せ
、
室
内
に
入
る
と
加
工
さ
れ
た
木
に
な
る
、

山
か
ら
暮
ら
し
へ
木
が
降
り
て
く
る
と
い
う

表
現
で
も
あ
り
ま
す
。
乾
燥
時
に
P
P
バ
ン

ド
で
固
定
し
遠
赤
外
線
木
材
乾
燥
機
を
用
い

た
人
工
乾
燥
で
実
現
し
ま
し
た
。

MORINOTAYORI MORINOTAYORI 12



森
林
研
究
所
●
土
肥 

基
生

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

ヒ
ノ
キ
大
径
材
の
利
用
に
向
け
て

　

一
連
の
試
験
は
開
始
し
て
間
も
な
い
た
め

デ
ー
タ
は
少
な
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
１
つ

目
の
課
題
に
関
連
し
た
ヒ
ノ
キ
材
の
ヤ
ン
グ
係

数
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
図
３
は
、
特
に
強
度

指
定
を
せ
ず
に
調
達
し
た
ヒ
ノ
キ
丸
太
（
６
ｍ

及
び
４
ｍ
）
と
、
こ
れ
ら
か
ら
製
材
し
た
正
角

材
（
乾
燥
前
）
の
ヤ
ン
グ
係
数
を
示
し
て
い

ま
す
。
両
者
は
相
関
の
関
係
に
あ
る
の
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
分
布
に
幅
が
あ
る
こ
と
が
判
り

ま
す
。
製
材
の
ヤ
ン
グ
係
数
は
乾
燥
処
理
を
行

う
こ
と
で
全
体
的
に
上
昇
す
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
バ
ラ
つ
き
自
体
は
残
り
ま
す
。
ご
く
一
部

の
数
値
の
高
い
材
を
使
え
ば
高
強
度
の
重
ね
材

を
作
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
が
、
実
用
化
の

た
め
に
は
平
均
値
程
度
の
材
を
有
効
に
利
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　

今
回
の
研
究
課
題
は
木
材
加
工
業
界
の
協
力

に
よ
り
試
験
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
カ

月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

業
界
に
も
影
響
が
出
始
め
て
い
ま
す
。
森
林
研

究
所
と
し
て
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
研
究
を

推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

人
工
林
の
長
伐
期
化
に
伴
い
ヒ
ノ
キ
の
大
径

化
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。
現
状
で
は
ヒ
ノ
キ
材

は
「
柱
」
や
「
土
台
」
用
と
し
て
直
径
18
～
24

㎝
程
度
の
丸
太
か
ら
心
持
ち
の
１
丁
取
り
で
製

材
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
今
後
は

「
梁
桁
」
用
の
平
角
製
材
が
増
加
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
心
去
り
木
取
り
で

製
材
し
た
正
角
材
を
縦
方
向
に
接
着
し
た
「
接

着
重
ね
材
」（
図
１
）
と
す
る
こ
と
で
、
大
径

材
の
強
度
特
性
（
辺
材
側
で
高
い
強
度
が
期
待

で
き
る
）
を
活
か
し
た
構
造
部
材
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
断
面
の
平
角
材
は
レ
ッ
ド

ウ
ッ
ド
集
成
材
や
ベ
イ
マ
ツ
の
使
用
割
合
が
高

い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
外
材
の
代
替
と
し
て

の
利
用
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
森
林

研
究
所
で
は
今
年
度
か
ら
ヒ
ノ
キ
接
着
重
ね
材

の
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

利
用
に
向
け
た
課
題

　

接
着
重
ね
材
と
し
て
の
利
用
を
考
え
た
場

合
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
つ
目
は
強
度
で
す
。
集
成
材
や
ベ
イ
マ
ツ

の
代
替
と
な
る
に
は
高
い
強
度（
ヤ
ン
グ
係
数
※
）

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
木
材
の
強
度
は
１
本
ご
と

に
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
統
計
的
に
ど
の

程
度
の
強
度
が
期
待
で
き
る
か
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
数
多
く
の
試
験
体
を
製
作
し
強
度
デ
ー

タ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
接
着
条
件
で
す
。
接
着
剤
は
県
内

企
業
の
設
備
で
も
扱
い
や
す
い
水
性
高
分
子
イ

ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
系
タ
イ
プ
の
使
用
を
想
定
し
て

い
ま
す
が
、
ヒ
ノ
キ
で
は
精
油
成
分
が
接
着
性

に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
塗
布

量
や
プ
レ
ス
時
間
な
ど
適
切
な
接
着
条
件
を
探

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は
接
着
前
の
製
材
エ
レ
メ
ン
ト
（
正

角
材
）
の
加
工
技
術
で
す
。
製
材
エ
レ
メ
ン
ト

は
心
去
り
材
の
使
用
を
想
定
し
て
い
る
た
め
一

定
の
「
反
り
」
が
発
生
し
ま
す
。
歩
留
ま
り
を

向
上
さ
せ
る
た
め
「
反
り
」
低
減
の
対
策
や
、

乾
燥
後
の
仕
上
が
り
含
水
率
が
接
着
性
に
与
え

る
影
響
等
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
ヤ
ン
グ
係
数
：
強
度
を
表
す
指
標
の
１
つ
。
数
値

　

が
高
い
ほ
ど
た
わ
み
に
く
い
こ
と
を
示
す
。

図１ 接着重ね材

図 2　丸太ヤング係数の測定図３　丸太と製材のヤング係数の分布
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

中濃地域の森林経営管理制度の現状
■中濃農林事務所林業課　土屋 幸弘

　
６
月
17
日
、
本
巣
市
根
尾
奥
谷
の
森
林

で
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
に
よ
る
下
刈
り
作
業

等
の
実
証
試
験
を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
趣
旨
は
下
刈
り
作
業
が
本
格
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
前
に
、
最
も
過
酷
と
言
わ
れ
る

下
刈
り
作
業
を
ラ
ジ
コ
ン
で
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
体
力
の
消
耗
を
抑
え
て
作
業

効
率
を
上
げ
る
空
調
服
と
林
業
用
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
の
試
着
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
会
員
な
ど
33
名
。

　
傾
斜
が
あ
り
障
害
物
の
多
い
山
の
中
で

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
は
使
え
る
の
か
。
機
体

が
根
株
に
乗
り
上
げ
て
走
行
不
能
に
な
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
山
の
中
で
使
う
に
は
車
高
が
低
い
」、「
誤

伐
対
策
が
必
要
」、「
活
用
に
は
地
拵
え
の

段
階
で
根
株
や
障
害
物
の
除
去
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
は
今
回
試
し
た
ク

ロ
ー
ラ
型
以
外
に
タ
イ
ヤ
で
走
行
す
る
タ

イ
プ
も
あ
り
、
試
験
は
必
要
で
す
が
、
林

地
の
条
件
次
第
で
活
用
の
可
能
性
は
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
空
調
服
と
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は

中
津
川
市
に
本
社
が
あ
る
（
株
）
エ
ヌ
・

エ
ス
・
ピ
ー
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
空
調
服
は
よ
り
涼
し
さ
を
追
求
し
て

背
中
へ
風
が
流
れ
る
よ
う
改
良
が
施
さ
れ

て
お
り
、「
炎
天
下
で
の
開
催
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
も
効
果
を
実
感
で
き
た
、
こ
の

空
調
服
を
購
入
し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
「
下
刈
り
や
植
栽

作
業
は
体
に
長
時
間
の
負
担
が
か
か
る
た

め
効
果
が
期
待
で
き
る
、購
入
し
た
い
」と
、

こ
ち
ら
も
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
で
は
新
技
術
を

林
業
現
場
に
実
装
で
き
る
よ
う
情
報
収
集

や
実
証
試
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
研
修
会

等
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❸

ス
マ
ー
ト
林
業
研
修
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

ラジコン草刈機

アシストスーツ

域
、
旧
洞
戸
村
地
域
、
旧
関
市
地
域
、
旧
武

儀
町
地
域
、
旧
上
之
保
村
地
域
の
６
地
域
に

分
け
て
分
類
・
解
析
を
行
い
、
そ
の
上
で
地

籍
調
査
の
実
施
の
有
無
や
市
内
に
居
住
し
て

い
る
森
林
所
有
者
数
、
緊
急
度
の
高
い
地
域

等
の
項
目
を
加
え
施
業
優
先
度
マ
ッ
プ
を
作

製
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
人
工
林
が
多
く
、
か
つ
地
籍

調
査
が
進
ん
で
お
り
所
有
者
の
特
定
の
し
や

す
い
旧
上
之
保
村
地
域
に
お
い
て
、
ま
ず
は
、

意
向
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
】

　

令
和
２
年
度
は
、地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
フ
ォ
レ
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス（
株
）の

平
井
和
子
さ
ん
を
迎
え
、
意
向
調
査
の
実
施
、

調
査
結
果
の
と
り
ま
と
め
ま
で
を
行
う
予
定

で
す
。

　

平
井
さ
ん
は
、
以
前
、
こ
の
地
域
の
林
業

事
業
体
で
森
林
経
営
計
画
作
成
等
の
業
務
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
自
ら
の
手
で
林
業
を

実
践
し
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
高
知
県
佐
川

町
へ
移
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
川
町
は
、
地
域
の
雇
用
と
森
林
資
源
の

　

昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
た
な
森
林
経

営
管
理
制
度
に
つ
い
て
、
中
濃
農
林
事
務
所

管
内
の
２
市
の
取
り
組
み
状
況
を
紹
介
し
ま

す
。 

関
市
の
取
り
組
み

【
令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
】

　

関
市
で
は
、（
一
社
）日
本
森
林
技
術
協
会
を

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
、
せ

き
森
林
づ
く
り
委
員
会
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
森
林
経
営
管
理
の
意
向
調
査
実
施
区
域

の
選
定
基
準
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
所
有
者
の
把
握
の
た
め
、
市
が
保

有
す
る
紙
面
の
字
絵
図
か
ら
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
表
示

で
き
る
地
番
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

【
意
向
調
査
実
施
区
域
の
選
定
】

　

選
定
基
準
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の

デ
ー
タ
等
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
に
表
示
し
地
域
ご
と

に
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

・
森
林
簿
：
公
益
的
機
能
別
施
業
森
林
、
林
齢
、

樹
種
、
森
林
所
有
者
情
報

・
Ｃ
Ｓ
立
体
図（
Ｈ
23
年
度
レ
ー
ザ
ー
測
量

デ
ー
タ
）

・
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
：
傾
斜
区
分

【
施
業
適
地
の
抽
出
】

　

市
内
を
旧
板
取
村
地
域
、
旧
武
芸
川
町
地

活
用
の
観
点
か
ら
自
伐
型
林
業
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
に
、
担
い
手
育
成
、
林
地

の
集
約
、
森
林
情
報
の
整
備
を
３
つ
の
柱
と

し
て
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
担
い
手
育
成
：
国
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
活
用
し
、
３
年
の
任
期
中
に
研
修

等
で
林
業
に
必
要
な
技
術
、
資
格
の
習
得

を
支
援

・
林
地
の
集
約
：
町
が
個
人
の
森
林
を
集
約

し
、
森
林
所
有
者
と
20
年
間
の
管
理
契
約

を
締
結
す
る
と
と
も
に
、
町
は
、
そ
の
施

業
を
育
成
し
た
自
伐
型
林
業
事
業
者
等
へ

委
託
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
所
有
者
へ
は
、
間
伐
材
の
売

上
の
一
割
を
還
元
す
る
と
い
う
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
森
林
情
報
の
整
備
：
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
今
行
わ
れ
て
い
る
、
森
林
経
営
管

理
制
度
の
先
駆
け
の
よ
う
な
取
り
組
み
と
言

え
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期

後
、
林
地
の
集
約
化
の
推
進
を
担
っ
て
い

た
平
井
さ
ん
を
今
年
度
か
ら
関
市
の
地
域
林

政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と

は
、
力
強
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
ま
ず
は
旧
上
之
保
村
地
域
に

お
い
て
意
向
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
の

で
、現
在
は
、

12
月
の
調

査
票
送
付

に
向
け
て

準
備
を
進

め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

▲平井さん(左)と関市担当者の吉田さん

▲施業優先度マップ
（赤いところが優先度が高い地域）

▲傾斜区分図・林種区分図
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

中濃地域の森林経営管理制度の現状
■中濃農林事務所林業課　土屋 幸弘

　
６
月
17
日
、
本
巣
市
根
尾
奥
谷
の
森
林

で
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
に
よ
る
下
刈
り
作
業

等
の
実
証
試
験
を
兼
ね
た
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
趣
旨
は
下
刈
り
作
業
が
本
格
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
る
前
に
、
最
も
過
酷
と
言
わ
れ
る

下
刈
り
作
業
を
ラ
ジ
コ
ン
で
で
き
な
い

か
。
ま
た
、
体
力
の
消
耗
を
抑
え
て
作
業

効
率
を
上
げ
る
空
調
服
と
林
業
用
ア
シ
ス

ト
ス
ー
ツ
の
試
着
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
森
林
技
術
開
発
・
普
及
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
の
会
員
な
ど
33
名
。

　
傾
斜
が
あ
り
障
害
物
の
多
い
山
の
中
で

ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
は
使
え
る
の
か
。
機
体

が
根
株
に
乗
り
上
げ
て
走
行
不
能
に
な
る

ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は

「
山
の
中
で
使
う
に
は
車
高
が
低
い
」、「
誤

伐
対
策
が
必
要
」、「
活
用
に
は
地
拵
え
の

段
階
で
根
株
や
障
害
物
の
除
去
が
必
要
」

な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
は
今
回
試
し
た
ク

ロ
ー
ラ
型
以
外
に
タ
イ
ヤ
で
走
行
す
る
タ

イ
プ
も
あ
り
、
試
験
は
必
要
で
す
が
、
林

地
の
条
件
次
第
で
活
用
の
可
能
性
は
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
空
調
服
と
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は

中
津
川
市
に
本
社
が
あ
る
（
株
）
エ
ヌ
・

エ
ス
・
ピ
ー
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
空
調
服
は
よ
り
涼
し
さ
を
追
求
し
て

背
中
へ
風
が
流
れ
る
よ
う
改
良
が
施
さ
れ

て
お
り
、「
炎
天
下
で
の
開
催
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
も
効
果
を
実
感
で
き
た
、
こ
の

空
調
服
を
購
入
し
た
い
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
は
「
下
刈
り
や
植
栽

作
業
は
体
に
長
時
間
の
負
担
が
か
か
る
た

め
効
果
が
期
待
で
き
る
、購
入
し
た
い
」と
、

こ
ち
ら
も
好
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
で
は
新
技
術
を

林
業
現
場
に
実
装
で
き
る
よ
う
情
報
収
集

や
実
証
試
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
研
修
会

等
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信 

❸

ス
マ
ー
ト
林
業
研
修
会
を
開
催

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

ラジコン草刈機

アシストスーツ

施
済
み
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
意
向
調
査
を

実
施
し
や
す
い

・
片
知
奥
坂
山
地
区

　

森
林
の
多
面
的
利
用
や
災
害
防
止
が
求

め
ら
れ
る
地
域
で
あ
る
が
所
有
状
況
が
細

か
く
所
有
者
の
特
定
な
ど
課
題
が
多
い

【
令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
】

　

県
が
実
施
す
る
市
町
村
担
当
者
研
修
に
市

職
員
と
併
せ
て
鈴
木
さ
ん
も
参
加
す
る
こ
と

で
研
修
内
容
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
意
向
調
査

の
実
施
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
設
置
し
た
任
意
委
員
会

を
美
濃
市
森
の
環
境
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

部
会
に
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
森
林
管
理
制

度
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
字
絵
図
を
電
子
化
し
地
番

図
と
し
て
林
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
に
搭
載
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

今
後
の
課
題

　

両
市
と
も
今
年
度
中
に
、
意
向
調
査
を
実

施
し
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
地
籍
調
査
済
み
箇

所
や
境
界
明
確
化
事
業
実
施
個
所
と
い
っ
た

所
有
界
が
分
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
濃
地
域
は
、
地
籍
調

査
が
進
ん
で
い
な
い
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
所
有
界
の
明
確
化
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
お
、関
市
で
は
、今
年
度
、航
空
レ
ー
ザ
ー

測
量
デ
ー
タ
解
析
に
よ
り
森
林
資
源
量
の
把

握
や
地
形
解
析
を
行
い
、
意
向
調
査
の
基
礎

資
料
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

美
濃
市
の
取
り
組
み

【
令
和
元
年
度
の
取
り
組
み
】

　

美
濃
市
で
は
、
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士

活
用
事
業
を
活
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
杣
の
杜

学
舎
の
鈴
木
章
さ
ん
を
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
迎
え
、
美
濃
市
森
の
環
境
づ
く

り
推
進
委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
取
り
組
み
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
任
意
委
員
会
で
あ

る「
美
濃
市
森
林
経
営
管
理
制
度
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、
意
向
調
査
の
実
施

個
所
の
選
定

等
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
航
空
写

真
、
赤
色
立
体

図
の
表
示
等

林
地
台
帳
シ

ス
テ
ム
の
改

修
も
行
い
ま

し
た
。

【
意
向
調
査
実
施
地
区
の
選
定
】

　

意
向
調
査
実
施
の
候
補
地
は
、
パ
タ
ー
ン

の
異
な
る
３
地
区
を
選
定
し
ま
し
た
。

・
神
洞
地
区

　

過
去
に
間
伐
や
作
業
路
開
設
が
さ
れ
、

地
域
の
関
心
も
あ
り
木
材
生
産
を
中
心
と

し
た
モ
デ
ル
地
区
と
な
り
う
る

・
蕨
生
中
山
地
区

　

区
有
林
も
あ
り
、
境
界
明
確
化
事
業
実 ▲鈴木さん(左)と美濃市担当者の坂さん
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国
有
林
の
現
場
か
ら

47

飛
騨
・
乗
鞍
山
麓

　五
色
ヶ
原

　

コ
ー
ス
最
後
に
は
、
轟
音
を
響
か
せ
流

れ
落
ち
る
横
手
滝
と
伏
流
水
が
崖
を
這
う

よ
う
に
流
れ
落
ち
る
布
引
滝
が
一
日
の
疲

れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

●【
ゴ
ス
ワ
ラ
コ
ー
ス
】

　
～
巨
木
の
森
へ
　
原
生
林
を
歩
く
～

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
シ
ラ
ビ
ソ
コ
ー
ス
の

中
間
点
に
あ
る
岩
魚
見
小
屋
を
起
点
に
、

約
９
０
０
０
年
前
の
乗
鞍
岳
の
大
規
模
な

火
山
活
動
の
際
に
、
権
現
池
の
火
口
か
ら

流
れ
た
溶
岩
流
の
上
に
広
が
る
森
を
通
り

ま
す
。「
ゴ
ス
ワ
ラ
」と
は
、
溶
岩
が
幾
重
に

も
重
な
り
合
っ
て
形
成
さ
れ
た
溶
岩
台
地

を
表
す
高
山
市
丹
生
川
町
の
方
言
で
あ
り
、

貴
重
な
原
生
林
、
長
い
年
月
を
か
け
て
生

育
す
る
苔
や
木
々
の
風
景
、
川
床
の
色
が

異
な
る
渓
流
、
優
美
な
滝
な
ど
が
み
ら
れ

る
コ
ー
ス
で
す
。

�

（
飛
騨
森
林
管
理
署
）

り
、
乗
鞍
岳
の
裾
野
を
北
か
ら
南
に
横
断

す
る
も
の
で
、
途
中
に
は
、
過
去
の
乗
鞍

岳
火
山
活
動
の
際
に
流
れ
固
ま
っ
た
溶
岩

か
ら
な
る
落
差
１
６
０
ｍ
池
之
俣
神
興
滝

を
始
め
と
す
る
４
つ
の
大
き
な
滝
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
滝
は
、
姿
も
水
量
も

異
な
り
、
受
け
る
印
象
も
豪
快
で
あ
っ
た

り
、
神
秘
的
で
あ
っ
た
り
変
化
に
富
ん
で

い
ま
す
。
コ
ー
ス
自
体
は
、
樹
林
帯
の
中

を
通
る
見
晴
ら
し
の
き
か
な
い
登
山
道
で

す
が
、
急
に
空
間
が
広
が
り
目
の
前
が
開

け
大
き
な
滝
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
感

動
は
印
象
的
で
す
。

●【
シ
ラ
ビ
ソ
コ
ー
ス
】

　
～
神
秘
の
池
と
伏
流
水
の
滝
～

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
１
４
１
０
ｍ
の
出
会

い
小
屋
を
起
点
に
、
前
半
は
登
り
、
後
半

は
下
り
、
時
計
回
り
に
一
周
し
て
出
会
い

小
屋
に
戻
り
ま
す
。
季
節
や
降
水
に
よ
り

満
水
と
枯
渇
を
繰
り
返
す
不
思
議
な
池
や

湧
き
水
を
集
め
苔
む
し
た
岩
の
間
を
流
れ

る
沢
な
ど
、
乗
鞍
岳
の
恵
み
が
織
り
な
す

変
化
に
富
ん
だ
水
風
景
が
印
象
的
で
す
。

オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
、
コ
メ
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉

樹
が
主
体
と
な
り
、
可
憐
な
花
を
咲
か
せ

る
ウ
ス
ギ
ヨ
ウ
ラ
ク
な
ど
の
山
野
草
も
多

数
生
育
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
乗
鞍
岳
を
源
と
す
る
多
く
の
渓

流
と
滝
、
池
、
湿
原
、
さ
ら
に
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
や
ホ
ン
ド
リ
ス
、
オ
オ
ル
リ
や
コ
マ

ド
リ
な
ど
野
生
動
物
が
生
息
し
、
四
季

折
々
、
自
然
の
多
彩
な
表
情
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
五
色
ヶ
原
は
、
豊
か
な
森
を
縫

う
よ
う
に
豊
か
な
水
が
あ
ふ
れ
、
切
り
立
っ

た
溶
岩
台
地
か
ら
は
、
数
々
の
瀑
布
の
轟

音
が
響
き
、
雄
池
が
輝
き
、
日
々
刻
々
と

表
情
を
変
え
る
景
色
に
よ
り
秘
境
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
さ
ら
に
魅
力
の
あ

る
も
の
へ
と
演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
秘
境
に
設
定
さ
れ
た
３
つ
の
散
策

コ
ー
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

●【
カ
モ
シ
カ
コ
ー
ス
】

　
～
溶
岩
を
登
っ
て
下
っ
て
滝
巡
り
～

　

こ
の
コ
ー
ス
は
、
標
高
１
３
６
０
ｍ
の

五
色
ヶ
原
の
森
案
内
セ
ン
タ
ー
か
ら
始
ま

　

北
ア
ル
プ
ス
乗
鞍
岳
北
西
山
麓
に
広
が

る
五
色
ヶ
原
は
、
中
部
山
岳
国
立
公
園
の

南
端
に
あ
た
る
約
３
０
０
０
㏊（
乗
鞍
国
有

林
７
２
１
㏊
を
含
む
）の
広
大
な
森
林
地
帯

で
す
。

　

飛
騨
森
林
管
理
署
は
、
こ
の
地
域
を「
乗

鞍
岳
生
態
群
集
保
護
林
」に
指
定
し
、
森
林

生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
維
持
、
野
生

生
物
や
遺
伝
資
源
の
保
護
、
学
術
研
究
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
亜
高
山
地
帯

か
ら
高
山
地
帯
に
分
布
す
る
植
生
や
乗
鞍

岳
山
麓
に
広
が
る
地
形
・
地
質
か
ら
成
り

立
つ
生
態
系
や
景
観
を
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
林
に
含
ま
れ
る
五
色
ヶ
原

は
、「
多
様
な
活
動
の
森
」と
し
て
高
山
市

と
協
定
と
結
び
、
一
緒
に
保
護
と
利
用
の

両
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

五
色
ヶ
原
の
自
然
や
地
形
を
塾
知
し
た
認

定
ガ
イ
ド
の
同
行
が
こ
の
地
域
へ
の
入
林

の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す（
お
問
い
合
わ
せ

は「
五
色
ヶ
原
の
森
案
内
セ
ン
タ
ー
」）。

　

五
色
ヶ
原
は
、
山
地
帯
か
ら
亜
高
山
帯

に
わ
た
り
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
サ
ワ
グ

ル
ミ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
、
シ
ラ
ビ
ソ
、

布引滝

ゴスワラの森
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10月号
予定

10月1日発行イベント情報

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（182）
●山のおじゃまむし（351）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（93）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（91）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　みなさんは外を歩くとき、目線はどこに向けていますか？私は最近、気軽に外
出ができないので、いつもより少し、植物に気を配りながら歩くように心がけて
います。たった20分の通勤路ですが、トベラやイチョウ、スダジイ、キョウチクト
ウ、ヒトツバタゴ、アカメガシワなど様々な植物を見ることが出来ます。

　先日、私は初めてアカメガシワの花を見ました。アカメガシワは用水路や田んぼの脇など明
るい場所でよく見られるので、皆さんも一度は目にしたことがあるかと思います。私は、この植
物を何度も見たことがありましたが、花を意識したことはありませんでした。（覚えていなかっ
ただけかもしれませんが。）道端に生えている植物も、その変化を観察していると新しい発見
があります。外出できないのは歯がゆいですが、身近な自然を感じるのも大切かなと感じまし
た。

　「森林のたより」編集委員　池田 彩

森林・林業関係イベントカレンダー（10～12月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間　学科　  9:20～15:40
　　　　　　実技　15:50～16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　16日　学科　　8:30～17:10
　　　　　　17日　学・実　  8:50～12:00
　　　　　　18日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：22,770円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

16日（学科）・17日（学・実）
　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
18日（実技） 県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山）

11月17日㈫～
11月20日㈮

●講習時間　1日目　学科　  8:20～16:30
　　　　　　　  学科試験   16:30～17:30
　　2～4日目　実技・試験　  8:00～17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20 名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

学科　伊自良中央公民館（山県市大門912-1）
実技　ぎふ農協  旧伊自良共選場（山県市洞田127-5）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

10月14日㈬ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間　学科　  9:20～15:40
　　　　　　実技　15:50～16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　7日　学科　　8:50～16:10
　　　　　　8日　実技　　8:30～17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

12月3日㈭

12月16日㈬～
12月18日㈮

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

フォークリフト
運転技能講習

自動車普通運転
免許所持者

【受講資格】

10月7日㈬～
10月8日㈭

機械集材装置
運転業務特別教育

7日　学科　ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
8日　実技　美濃市曽代地内（予定）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

【治山課　片田茂之】

保安林制度の概要

　森林には、水を蓄え洪水を防止する機能、土砂の流出や崩壊を防止する機能、森林浴や森林レクリエーションにより心身をリ
ラックスさせる効果など、様々な働きがあります。このような森林の持つ機能を特に発揮させる必要がある森林を森林法に基づ
き保安林に指定しています。

■ 保安林とは

●立木竹の伐採、立木の損傷、家畜の放牧、下草・落葉・落枝の採取、土石・樹根の採掘、開墾その他の土地の形質の変更
※詳しくは最寄りの県農林事務所又は県庁治山課森林管理係へお問い合わせください。

　岐阜県には約42万ｈａの保安林がありますが、この保安林を守っていくことが私たちの生活を守ることにもつながります。
保安林の適正な管理にご協力ください。

　保安林では、森林の働きを維持するために次のような行為が制限されており、違反すると法律により罰せられる場合があります。
■ 保安林の行為制限

　保安林は、指定の目的によって１７種類に区分されています。
　そのうち、岐阜県内にある保安林は次の９種類です。

●水源かん養保安林
●なだれ防止保安林
●魚つき保安林

●土砂流出防備保安林
●落石防止保安林

●土砂崩壊防備保安林
●保健保安林

●干害防備保安林
●風致保安林

■ 保安林の種類
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市況

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

1,819

520

2,867

2,592

2,808

10,368

1,950

2,550

外材市況（7月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

292

310

306

317
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

55,000

55,000

65,000

60,000

65,000

120,000

59,000

60,000

→

→

→

→

→

→
→

→

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

　長雨による影響とコロナ禍による先行き不安で出材は減少傾向。手持在
庫の如何では今後の品不足もあり、スギ30cm上並材には活発な応札あ
り。スギ4m元木についても良材には活発な応札があるが、価格は伸び悩
み。ヒノキ並材は４ｍ、3ｍともに応札低調。合板向けスギ・ヒノキは、荷動き
にやや兆しあり。各大型工場より原木受入制限情報があります。製紙向け
パルプ材、発電向け未利用材は、各工場受入制限は徐々に緩和。（岐阜）
　スギ3・4ｍ並材ともに在庫過多を背景に弱気。ヒノキ並材は3・4ｍともに
応札低調。マツ・ヒメコ良材には活発な応札があるが、価格は伸び悩む。広
葉樹良材は応札は活発だが並材については応札低調。製品の荷動きが悪
く製材工場や合板工場の原木消費は、滞っている状態は当面続きそう。
（飛騨）
　全般的に感染症の影響及び在庫過多にて買い気は鈍く並材（16～
22cm）やや安値で推移。ヒノキ元木、良材２ｍ、３ｍ、４ｍ（高齢材及び枝打
材など（特殊材））は旺盛、やや安値で推移。ヒノキ並材３ｍ、４ｍ（16～
22cm）は、システム販売の安定供給に伴い横ばいか、やや安価で推移。ス
ギは全般的に品薄だが、全般的に買い気は鈍い。スギ並材は、３ｍ、４ｍ（16
～28ｃｍ）長良川木協・森の合板へ販売。ヒノキ・スギ６ｍ材は需要減。（東濃）

【商況】

木 材 市 場

木 材 用 語 一 口 メ モ
丸太から、必要な寸法・品質の木材を製材すること。木取り法には、柾目木取
りと板目木取りがあり、年輪に対して垂直に切り取った板材が柾目材で、水平
に切り取った板材が板目材になります。柾目材は板目材に比べると木取りが
複雑で歩留まりが悪くなりますが、板の両面の収縮差による反りや狂いが小
さいといった利点があります。

木取り

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1734回

8月4日

8月5日

8月6日

岐
阜
共
販
所

第1313回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
16～22㎝
24～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
24～28㎝

30㎝以上元
18～22㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

15,600
17,300
－
－
－
－
－
－
－
－
－

19,600
－
－
－

32,000
－
－

11,000
－

16,000
－

22,600
－
－
－

27,000
20,000
－
－

28,000
131,000

－
－
－

11,000
9,300

11,800
10,600
9,500
－

14,800
12,000
15,000
12,500
11,500
－

10,000
9,000
9,000

14,000
13,000
12,000
11,000
18,000
9,000
9,000

12,000
12,000
－

15,000
10,800
10,800
12,000
15,500
12,500
13,800
9,000

12,800
14,500
20,000
5,000
6,000

第1643回

東
濃
共
販
所

（参考）日刊木材新聞の読み方

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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